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研究成果の概要（和文）：正解のない看護の問題に取り組む思考について，思考の誤りの体系を基礎として，思
考の誤りを自ら認識し，それを学習資源とする看護思考法研修の教育プログラムを構築し，二つの病院と連携
し，思考法研修を開催した．筆者らが開発した思考表現を通して，これまでの教育実践の診断で得られた問題指
摘，原因同定，解決助言，効果示唆を体系化した．また，看護思考の誤り同定スキルを学ぶ教材として，看護師
が自らの思考を記述した思知ケースと思考の誤りとを関連づけて登録したリポジトリを構築し，これを核とする
学習支援システムを開発した．これを病院研修において運用し，事例と思考の関連付けを充実化し，看護教育コ
ミュニティ内で共有できた．

研究成果の概要（英文）：We developed an educational program for nursing thinking skills training 
that allows participants to recognize their own thinking errors and to use them as learning 
resources, based on a system of thinking errors for thinking about nursing problems for which there 
are no correct answers, and held thinking skills training in cooperation with two hospitals. The 
authors systematized the problems, causes, solutions, and effects, which were obtained through the 
diagnosis of educational practice to date, through the expression of thinking. In addition, as 
teaching materials for learning nursing thinking error identification skills, we constructed a 
repository in which nurses registered thought cases describing their own thinking in relation to 
thinking errors, and developed a learning support system with this as its core. This system was used
 in hospital workshop to enhance the association between cases and thinking, and was shared within 
the nursing education community.

研究分野：教育工学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
社会人専門職のための，実践的知識の学習を促す指導法を構築し，学習を促す教材を設計した．特に，看護師が
悩みを深めやすい終末期の看護や意思疎通できない患者の治療方針の決定，後輩看護師の指導について，看護思
考の誤りと思考について記述した思知ケースとを関連づけたリポジトリを構築した．指導と思考事例とを関連づ
けて蓄積したことにより，スローガンに留まらない，過去の事例の提示に留まらない，思考法の指導のための教
材としての活用が可能となる．具体的には，同僚と看護思考や誤りを表す語いを看護コミュニティで共有でき
た．また，後輩への看護の考え方の指導において，より具体的な指導が可能となり，看護の悩みを軽減できた．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
誤りを，学習の阻害要因としてではなく，学習を深化させる上で有効な事象と捉え，誤りの認
知を促す教育的手法の確立を目指した研究は少なくない．例えば，運動方程式の立式（物理の学
習）において，方程式の立式の誤りが，どのような物理的現象に対応するのかを視覚化し，実世
界と数式の対応の誤った理解の認知を促し，正しい関係の理解を深めさせる研究がある[1]．そ
こでは，どのような立式の誤りが，どのような物理現象の誤概念に対応するかを分析（誤りの体
系化）し，それを，どのように視覚的に提示し，誤りの認知から正しく深い認知に導くか（学習
指導法）が研究されている．初等教育の算術，プログラミング，英作文など，さまざまな教科で
も，同様の研究が行われている．これらの課題に共通しているのは，思考の結果に何らかの明確
な規約に準じた表現が存在し，その表現によって誤りが表出されることを前提にできることで
ある． 
一方で，本研究課題が対象とする看護思考においては，そのような明確な規約に準じた表現が
存在しない．看護思考の表出を促す典型的教育手法であるリフレクティブ・ジャーナルにおいて
は，自由度が高い自然言語で思考を表現することを前提としており，表現上の規約はないといっ
てよい．申請者らは，本研究課題の先行研究において，看護思考の表現法として，論理構造と葛
藤構造を構造化された自然言語で表現する手法を開発し，それを用いた看護思考法学習モデル
を構成し，実践を進めてきた．本研究課題では，それを踏まえて，看護職の非専門的思考におけ
る誤りを明確化し，誤りを学習資源とする，学術的に新しい研究課題に取り組む． 
看護専門業務（看護診断・検査・処置・ケア）に関する誤りは，医療安全を中心に学術的な研
究が展開されており，多くの新しい知見が日々蓄積されている．一方で，ベッドサイド，ナース
ステーションで起こる，患者と看護師，看護師間，看護師と医師の間で起こる，患者ケアに関す
る悩み・考え方の対立，初任者の教育・指導に関する悩み，治療方針の意見の違いなどの，必ず
しも正解のない人生観・人間性・社会性等の観点が織り込まれる看護業務上の問題に対する合理
的思考法の「誤り」に関する研究は，申請者の知る限りにおいて，十分になされているとは思わ
れない． 
そこで本研究課題では，看護思考法の誤りにはどのような類型があり，それぞれの誤りにはど
のような特性があるのか？（誤りの体系化），どのように，誤りの認知を促し，思考法に関する
理解を深化させるのがよいか？（誤り同定法の教育手法），その教育を支えるための教材はどの
ように構成すればよいか？（誤り事例ベースと学習支援システム）といった，教育システム情報
学的・教育工学的「問い」に答えることを目指す． 
 
２．研究の目的 
本研究課題では，看護思考の誤りの体系を基礎として，思考の誤りを自ら認識し，それを学習
資源として自ら学ぶ力を育成する手法を構成することを目的とする．このために，以下の４つの
副目標の達成を目指す． 
副目標１：申請者らが開発した思考表現(以下，思知（しち）と呼ぶ)の上で，これまでの教育
実践で検出された看護師の思考誤りデータを分析し，看護思考誤りのオントロジーを構築する． 
副目標２：看護師が自ら看護思考誤りを同定する能力を育成するための学習指導モデルを構
成する． 
副目標３：看護思考誤り同定スキルの学習支援システムを開発する． 
副目標４：システムの実運用を通じて，看護思考誤りの事例ベースを充実させ，看護教育コミ
ュニティでの共有を期する． 
誤りを学習資源とした教育手法に関する既存の研究と本研究を比較する．理論的知識で解け
る問題，例えば，物理やプログラミングには明確な正解が存在する．問題を解く際の思考の妥当
性を診断する思考は「メタレベルの思考」に相当する．物理の問題を解く際のメタレベル思考は，
例えば，問題に照らし物理の理論に基づいた立式がなされているかを検証することで考え方の
正当性・合理性を検証することである．また，式が表す物理世界への対応がシンプルであるとき
立式から誤りが容易に診断でき，逆に，式と物理世界が複雑に対応するとき誤りは容易に見い出
せない．誤りの認知を促す教育手法には，例えば，学習者による物理シミュレーションの直接操
作による試行錯誤を通して物理理論・法則を発見的に学ばせる学習環境「マイクロワールド」[2]
や，学習者の誤った立式を忠実に再現するシミュレーションを提示することで違和感を持たせ
て誤りの存在に気付かせる「Error Based Simulation」[1]がある．これに対して，本研究が対
象とする看護思考には，必ずしも正解が存在しない．看護の後，思考プロセスは霧散し失われる
ため，思考の正当性や合理性を検証するには何らかの思考の表現が要る．本研究課題の学術的な
創造性は，経験した看護の思考について，その正当性・合理性を検証する方法，および，結果か
ら簡単に診断できること，逆に診断の中で難しいこと，さらには，思考の誤りの認知を促す教育
法を追究する点にある． 

 
[1] 平嶋宗 : 「誤りからの学習」を指向した誤り可視化の試み, 教育システム情報学会誌, 



21(3), pp.178-186, 2004. 
[2] 松原行宏, VR 技術と教育システム, 教育システム情報学会誌, 17(1), pp.56-63, 2000. 
 
３．研究の方法 
看護思考誤りの事例を教材とし，看護師自らが自分の誤りを同定する能力を育成することが
できるようにする教育プログラムを実践的に示すとともに，それを学術知としてまとめ，公開す
ることを目指している．そのために，上述の４つの副目標に下記のようにアプローチする． 
[ ]内は役割分担．◎は研究代表者で主担当，〇は研究分担者，△は研究協力者を表す．  
副目標１：看護思考誤りのオントロジーの構築(平成 30～33 年度)[◎松田〇京極△池田] 申
請者らが行った看護師向けの思知表現を用いた教育実践で収集された，看護思考ケース（100 ケ
ース）と，その添削データを分析し，看護思考誤りの体系を構築する．構築にあたっては，思考
誤りの特性・誤りの気づきやすさ（その理由），誤りの同定方法に関する概念を峻別し，誤りを
学習資源とする学習指導法の基礎とする． 
副目標２：学習指導モデルの構成(平成 31～33 年度) [◎松田〇京極△池田△院生]：誤り同定
法の教示方法，例示，演習の標準的構成をモデル化する．段階的な学習目標の設定と，それに対
応した誤り同定方法の難易度を考慮した演習課題の配列を行う．第１版を平成 31 年度前半で構
成し，それを副目標 3,4 の遂行を通じて洗練させる． 
副目標３：学習支援システムの開発(平成 31～33 年度) [◎松田〇小倉△院生]：学習指導モデ
ルに基づいた学習プログラムを設計・運営するためのシステムを開発する．看護師は多忙を極め
るため，病院組織の業務計画に応じて，学習プログラムを適応的に設計する必要がある．看護部
の教育担当職が容易に学習プログラムを設計できるように支援する機能（設計支援機能），病院
組織で作成されたケースを組織で共有し，学習に活用するプロセスを支援する機能（共有支援機
能），学習者による誤り同定を支援する機能（学習支援機能）を実装する．第１版を平成 31 年度
後半で構成し，それを副目標 2,4 の遂行を通じて洗練させる． 
副目標４：教育効果の評価・看護思考誤りの事例ベースの充実(平成 32～33 年度) [◎松田〇
小倉]：研究分担者（小倉）が勤務する和歌山県立医科大学附属病院・看護部において，学習支
援システムを運用し，教育効果の評価，看護思考誤り事例ベースの充実を進め，そこで得られた
実践研究の成果を公開する．教育効果の評価は，メタレベルの思考に関する認知度に関する変化
を量的データとして収集する． 
 
４．研究成果 
正解のない看護の問題に取り組む思考について，思考の誤りの体系を基礎として，思考の誤り
を自ら認識し，それを学習資源とする看護思考法研修の教育プログラムを構築し，二つの病院と
連携し，思考法研修を開催した．筆者らが開発した思考表現を通して，これまでの教育実践の診
断で得られた問題指摘，原因同定，解決助言，効果示唆を体系化した．また，看護思考の誤り同
定スキルを学ぶ教材として，看護師が自らの思考を記述した思知ケースと思考の誤りとを関連
づけて登録したリポジトリを構築し，これを核とする学習支援システムを開発した．これを病院
研修において運用し，事例と思考の関連付けを充実化し，看護教育コミュニティ内で共有できた． 
社会人専門職のための，実践的知識の学習を促す指導法を構築し，学習を促す教材を設計した．
特に，看護師が悩みを深めやすい終末期の看護や意思疎通できない患者の治療方針の決定，後輩
看護師の指導について，看護思考の誤りと思考について記述した思知ケースとを関連づけたリ
ポジトリを構築した．指導と思考事例とを関連づけて蓄積したことにより，スローガンに留まら
ない，過去の事例の提示に留まらない，思考法の指導のための教材としての活用が可能となる．
具体的には，同僚と看護思考や誤りを表す語いを看護コミュニティで共有できた．また，後輩へ
の看護の考え方の指導において，より具体的な指導が可能となり，看護の悩みを軽減できた． 
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